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産業革新機構設立の背景

日本の産業構造の大きな転換期（2007年～09年）
グローバル化、オープン化、知識経済化の潮流

 日本の産業構造の課題
• ピラミッド型の古い産業構造の限界
• 優れた技術・ノウハウの囲い込み、自前主義による『宝の持ち腐れ』
• 『ものづくり』と『サービス』の接近と融合への対応
• 業種なき産業構造への対応

 民間ファンドでは出来ないリスクテイク機能への期待
• 中長期のリスクマネー（＝エクイティ投資）の出し手不足

 官民ファンドとしての触媒機能
• 産業政策ビジョンを実行するための促進剤
• 時限的な組織
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産業革新機構の概要
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 産業競争力強化法に基づき、2009年7月より運営開始
 運営期間は15年間
 投資能力は約2兆円

ストラクチャー

民間出資：140.1億円
（26社、2個人）

政府出資：2,860億円
政府保証枠：1兆8,000億円
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健康・医療
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会長CEO

組織図
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産業革新機構の基本方針
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 収益性や実現可能性のみならず、社会的な意義（投資インパクト）を重視
 比較的中長期のリスクマネーを提供

（投資収益率（IRR）ではなく長期の投資回収倍率（MoC）を重視）
 民間だけではリスクが高く投資が困難な分野への投資

（民間企業、民間ファンドと協業・協力、呼び水効果）

①社会的ニーズへの対応、②成長性、③革新性が認められる案件であること

オープンイノベーションを通じて
次世代の国富を担う産業を育成・創出する

基本方針

投資基準
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産業革新機構 全体１５年間のイメージ
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2009年 2015年 2020年 2024年

●ベンチャー支援強化
・戦略投資グループの設置（2012年6月）
・政府追加出資 1040億円（平成24年度補正）
・強化法による簡素化措置導入（2014年1月）

●バリューアップ体制強化
・専門部署設置（PIグループ）（2012年6月）

●健康・医療分野取組強化
・政府追加出資200億円（平成25年度補正）
・健康・医療チーム設置（2014年4月）

Exit期バリューアップ期

新規投資案件の選択と集中を通した投資ポートフォリオの積み上げ ⇒ 投資実績114件
（2017年3月末）

創業期

新規投資
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全体の投資実績推移とその内訳
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合計

アーリー、ベンチャー

事業の再編・統合、海外経営資源の活用

114件

アーリー/
ベンチャー等

78.0%

再編
8.8%

海外
13.2%

計

114件

アーリー/
ベンチャー等

21.8%

再編
54.6%

海外
23.6%

計

9,846億円

投資決定件数推移（累計）

投資決定件数（累計） 支援決定金額（累計）

※2017年3月末現在
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産業革新機構の実績 （分野別/ステージ・類型別）
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素材・化学 電子デバイス 産業機械 エネルギー 輸送・
自動車

消費財・小売
（含サービス） 健康・医療 ＩＴ・ビジネスサービス・

コンテンツ・知財 インフラ（含サービス） 戦略的ＬＰ投資
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スマートメーター

高機能ゼオライト

LiB電極

循環型リサイクル

マイクロ波化学合成

音声検索技術
インキュベーション

GRAアグリ
プラットフォーム
新規就農者支援

ネットワーク仮想化
ソリューション

クラウドオブジェクト
ストレージ製品

コンテンツ海外展開

クラウド名刺管理

知財ファンド

データ統合ツール

中小食品関連企業
プラットフォーム

レーザー発振器

㈱クリエイトワクチン

結核ワクチンの開発

カンボジア救急センター

医療機器インキュ
ベーションファンド

PPI制御による
新薬開発

眼科医療機器

iPS細胞由来
の血小板製剤

LCC

エネルギー周辺
分野における
新産業創出VC

豪州水事業

チリ水事業

屋内携帯通信
インフラシェアリング

国際原子力開発

GaNパワー半導体

大量処理サーバ/
人体通信技術

半導体：
MCU,A&P,SoC

有機EL
ディスプレイパネル

ナノインプリント

本格的産学連携VC

産業連携ハンズオン
VC

日米ベンチャー
投資育成ファンド

起業家促進VC

脳科学やロボット分野等
への投資ファンド

組込み
フラッシュメモリ

超音波ミスト化分離

テレマティクス
情報活用サービス

デジタルリスク
ソリューション

シースルー新型太陽
電池の事業化

アルツハイマー
治療薬

ソーシャル楽器

素材・化学分野における
ベンチャー投資

オープンイノーション
型CVCファンド

ダイヤモンドソーワイヤー NMR LiB

高付加価値天然繊維

グラフェンの早期実用化

汎用的人工知能

サイバーセキュリティ

電子出版ビジネスの
インフラ整備

フォークリフト再編

洋上風力発電設備据付船

パワーデバイス

中小型LCD

Oji Fibre Solutions 光ファイバー網向け
通信機器

デジタルスピーカー技術銅ペースト

ジェスチャーUI

ディスプレイコントローラ

パワーアシストスーツ

高分子材料

アモルファス金属

フラッシュメモリ

電源コア・電流センサ

衆智達

アパレル業界向け
プラットフォーム事業

インターネットストア

アジアンベイシス

眼鏡SPA

ライフサイエンス
知財ファンド

LSIP

核酸医薬基盤技術開発

抗がん剤ＤＤＳ

Sunrise 
Healthcare Service

次世代RNA干渉薬開発

DDS技術を用いた
核酸医薬の開発

スマートフォン
決済

モーションコミック

ID-POSデータ
プラットフォーム

ビッグデータ
アプリケーション

住宅建設会社向け
クラウドプラットフォーム

マルチメディア配信
プラットフォーム

ポルトガル・
ブラジル水事業

イタリア太陽光
発電事業

宇宙デブリ除去衛星

EC海外展開

がん放射線治療

食品包装・
農業フィルム

写真プラット
フォームサービス

在宅医療
プラットフォーム

3Dロボットビジョン
システム

通信用ソフトウェア

免疫系新薬開発

リアルタイム分析

Deep learning

小型風力発電機

デュシェンヌ型
筋ジストロフィー
症治療薬開発

緩まないネジの
事業化

SI、ロボットアーム

次世代パーソナル
モビリティ

次世代シークエンサー

LiB素材

住化積水フィルム
ホールディングス

紙パルプ、
パッケージング

自動車
部品加工

決済プラットフォーム

ビッグデータ解析

バイオ医薬
開発製造受託サービス

果物を中心とした
フリーズドライ

産業用ロボット向け
減速装置

ASEAN通信タワー

ロボット三次元制御
システムソフトウェア

ソフトウェアの
自動並列化技術

酪農・畜産
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏｰ

腎・代謝・循環領域
の新薬の研究開発

http://www.zephyreco.co.jp/
http://www.zephyreco.co.jp/
http://www.quadrac.co.jp/
http://www.quadrac.co.jp/
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産業革新機構の実績 （投資vs.回収）
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産業革新機構の実績 （定性的評価）
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■リスクマネーの供給
• 1件あたりの投資額は数億円から30億円超 (ベンチャー)

• ITのみならず、ライフサイエンス、化学・素材、ものづくり等へ投資
• 産業再編、海外Ｍ＆Ａ

■人材育成（ベンチャー）
• INCJのベンチャー投資グループの累計職員数約60名
• LP出資先においてキャピタリスト94名（新規55名）を育成

■大型産業再編の実現とバリューアップ支援
• 様々な業界において大型の産業再編・統合を実現・推進
• マジョリティ株主として統合後の経営戦略、事業戦略の策定や追加M&Aを積極的にサポート
• Exitを通じて再編を加速させ、グローバル市場で戦える企業の創出

■大型海外共同投資のプロセス支援とリスクシェア
• デューデリジェンスや買収交渉など複雑なプロセスを支援
• 買収後のガバナンス構築検討や取締役派遣により経営陣の経営・管理を支援
• マイノリティ投資によりマジョリティをとる共同投資家の事業リスクをシェア
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後半戦の取り組み

① 第4次産業革命に向けたプラットフォーム投資
自動運転、スマート工場化、サービス・モノづくりへのAI導入

② ベンチャーエコシステムの構築
大企業とのマッチング / 
起業人材、ベンチャーキャピタリストの育成・供給

③ 産業再編の推進機能の強化
グローバルレベルでの再編推進のためのタスクチーム

グローバル産業再編プログラム
GIBP : Global Industry Build –up Program
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①第4次産業革命に向けたプラットフォーム投資
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技術革新による新たな経済・社会システムへの変革
ＩｏＴ、ビッグデータ、ロボット、人工知能をもっと身近なところに

大企業だけではなく、農業・畜産、健康・医療(介護）、中小規模の工場、
小売り・流通など様々な分野へ

Care Design Institute Inc.
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株式会社CDI
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世界初、AIによるケアプランを提供する
自立介護支援ベンチャー

• 社会保障費増大や介護現場の人手不足などの社会課題解決への挑戦
• 介護サービス事業者や社会福祉法人など業界全体を巻き込んだオープンイノベーション
• 中立性、独立性を持った新会社による自立支援へのパラダイムシフト
• 支援決定金額：8億円（上限） ・支援決定公表日：2016年4月14日

「介護×AIで新しい社会を創る」

Care Design Institute Inc. 出資・
事業サポート

出資
経営サポート

その他事業者 その他
介護関連事業者

①第4次産業革命に向けたプラットフォーム投資



© Innovation Network Corporation of Japan All Rights Reserved. 12

LinkWiz株式会社

町工場の労働力不足を補うロボティクス

写真 安川電機㈱https://www.yaskawa.co.jp/product/robotics

①第4次産業革命に向けたプラットフォーム投資

• 大企業のノウハウを中小企業に承継（生産現場のIoT化）
• 中小企業が使いやすい、産業用ロボットの知能化を実現するソ

フトウェアを提供（ロボットへの個別ティーチングが不要）
• 高齢化する製造現場での人手不足を補う
• 本社は静岡県浜松市
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②ベンチャーエコシステムの構築
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産業や組織の壁を越えたオープンイノベーションの考え方に基づき
企業・事業の新陳代謝を促進し、産業競争力のあるグローバルプレーヤーを創出

海外企業
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UMI1号投資事業有限責任組合
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大手素材・化学企業約10社が出資する
素材・化学特化型ベンチャーキャピタル

• 化学大手とベンチャーの連携を促し、日本発
の革新的な新技術・素材の事業化を加速

• 主な投資先：画期的な化学合成技術を持つア
カデミア発ベンチャー、医療機器などのライ
フサイエンス

• 支援決定金額 ： 60億円（上限）

• 支援決定公表日 ： 2016年1月4日
• UMI1号投資実績

五稜化薬株式会社

株式会社ライト二ックス
JITSUBO株式会社 ※UMIウェブサイトより一部変更

②ベンチャーエコシステムの構築
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テックアクセル１号投資事業有限責任組合
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リコー、オムロン、SMBCVCによる
技術系ベンチャー向けファンド

• ソーシングネッ
トワーク

• 技術の目利き
• ハンズオン支援

• 投資ノウハウ
• ファンド管理
• ハンズオン支援

• LP出資
• 産学官のネット
ワーク活用

テックアクセル１号投資事業有限責任組合
「（通称）テックアクセルファンド」 50億円

合同会社テックアクセルベンチャー
ズ

事業会社
（追加募集予定）

• LP出資
• 金融ノウハウ
の提供

• ソーシングネッ
トワーク

• 技術の目利き
• ハンズオン支援

• GP出資

• LP出資
• オープンイノベーション

• 事業会社の垣根を越え、技術シーズ
の事業化に向けて設立されたオープ
ンイノベーション型ベンチャーファ
ンド

• 主な投資領域：ヘルスケア、農業の
IT化、ロボット化、安全安心な社会
インフラ、製造プロセスの革新など

• 支援決定金額 ： 35億円（上限）

• 支援決定公表日 ： 2016年2月25日
• テックアクセル1号投資実績

ティエムファクトリ株式会社
株式会社ルートレック・ネットワークス

②ベンチャーエコシステムの構築
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③産業再編の推進機能の強化
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産業や組織の壁を越えたオープンイノベーションの考え方に基づき
企業・事業の新陳代謝を促進し、産業競争力のあるグローバルプレーヤーを創出

海外企業
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ユニキャリアホールディングス株式会社
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新統合会社の企業規模
グローバルトップ20社の売上高（※フォークリフト事業単体の数値; 百万ドル）

69 
76 
82 
108 
170 
181 
198 
477 
707 
708 
900 
998 
1,089 

1,689 
1,956 

2,400 
2,666 

3,158 
3,645 

6,111 
8,408 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

Paletrans

Godrej

Hytsu

Hubtex

Combilift

Tailift

Lonking

Hyundai

Doosan

Clark

コマツ

Hangcha

Heli

Unicarriers

ニチユ三菱

Crown

Hyster-Yale

Jungheinrich

Kion

豊田自動織機

Nissan Forklift : 8位

TCM : 9位

グローバル3位
メーカーの誕
生

グローバル第三位 フォークリフト企業の誕生

日立建機の子会社である
TCM

日産自動車の子会社
日産フォークリフト

• 事業再編後、グローバル市場における競争力を強化
• 支援決定金額：300億円（上限）
• 支援決定公表日 2012年3月31日
• Exit：2015年7月に三菱重工業株式会社及びニチユ三菱
フォークリフト株式会社に全株式譲渡
※現在はニチユ三菱フォークリフト株式会社の100%子会社

③産業再編の推進機能の強化
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株式会社スコヒアファーマ
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武田薬品工業からスピンアウトした創薬ベンチャー
• 腎・代謝・循環領域における新薬の研究開発を推進
• 大型創薬ベンチャー企業の創出によるバイオベン

チャー・エコシステム確立への貢献
• 出資総額：100億円（3社の合計）
• 支援決定公表日 2017年3月14日

70.5% 10.0%

武田薬品工業株式会社

出資

19.5%

出資

• 30人強の研究
者が転籍

• 8つの新薬開発
候補

◀スコヒアファーマ（新会社）
は2017年4月1日から稼働

③産業再編の推進機能の強化
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③産業再編の推進機能の強化

受け身の産業再編から攻めの産業再編へのシフト
 国内市場におけるパイの取り合いからの脱却
 グローバル市場での競争力を持つ産業・事業の創出
 新興市場での成長市場を取り込む
 各市場のローカルパートナーとのタイアップ

グローバルレベルでの再編推進のためのタスクチームの編成
 組織的に案件創出を図る仕掛け、仕組みつくり
 経営トップをリーダーに、社内外からメンバーを募る

グローバル産業再編プログラム
GIBP : Global Industry Build –up Program
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